
宿
舎
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
号
様
式
の
二
か
ら
第
五
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

○
山
梨
県
宿
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
家
畜
伝
染
病
の
ま’

ん’

延
防
止
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
五

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
一
号

山
梨
県
宿
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
宿
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
宿
舎
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
職
員
」
の
下
に
「（
県
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法

人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。）

の
役
職
員
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
二
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第

二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
自
動
車
の
保
管
場
所
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
入
居
の
承
認
を
受
け

た
宿
舎
の
所
在
地
を
申
請
に
係
る
自
動
車
の
使
用
の
本
拠
の
位
置
と
し
な
い
と
き
は
、
宿
舎
管
理
者

は
、
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
自
動
車
の
保
管
場
所
の
使
用
を
承
認
し
な

い
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

自
動
車
の
保
管
場
所
の
使
用
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
た
者
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
入
居
の
承
認

を
受
け
た
宿
舎
の
所
在
地
を
同
項
の
承
認
に
係
る
自
動
車
の
使
用
の
本
拠
の
位
置
と
し
な
い
こ
と
に

つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
を
除
く
。）
は
、
使
用
自
動
車
報
告
書
（
第
五
号
様

式
）
に
、
当
該
承
認
を
受
け
た
自
動
車
に
係
る
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十

五
号
）
に
よ
る
自
動
車
検
査
証
の
写
し
を
添
付
し
て
、
使
用
の
承
認
が
あ
つ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に

山
梨
県
公
報
号
外

第
十
六
号
　
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
五
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
三
年

二
月
二
十
五
日

号
外
第
十
六
号

金　曜　日



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
六
号
　
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
五
日

二

第４号様式の２（第１１条の２関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
六
号
　
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
五
日

三

第４号様式の３（第１１条の２関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
六
号
　
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
五
日

四

第５号様式（第１１条の２関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
六
号
　
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
五
日

五

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
宿
舎
管
理
規
則
第
十
一
条
の
二
及
び
第
四
号
様
式
の
二
か
ら

第
五
号
様
式
ま
で
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
行
わ
れ
る
自
動
車
の
保
管
場
所
の
使

用
の
申
請
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
行
わ
れ
た
自
動
車
の
保
管
場
所
の
使
用
の
申
請
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
号

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
の
ま’

ん’

延
防
止
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
の
ま’

ん’

延
防
止
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
の
ま’

ん’

延
防
止
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
三
十
二
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
」
を
加
え
、「
移

入
及
び
移
動
を
制
限
す
る
」
を
「
移
動
等
の
制
限
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
四
条
及
び
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項
、
第
六

条
第
一
項
及
び
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
を
二

条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
家
畜
集
合
施
設
の
開
催
等
の
制
限
）

第
六
条
　
知
事
が
指
定
す
る
区
域
内
に
お
け
る
、
競
馬
、
家
畜
市
場
、
家
畜
共
進
会
等
家
畜
を
集
合
さ

せ
る
催
物
又
は
と
畜
場
若
し
く
は
化
製
場
の
事
業
は
、
家
畜
保
健
衛
生
所
長
の
指
示
を
受
け
な
け
れ

ば
、
こ
れ
を
開
催
し
、
又
は
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
指
示
は
、
文
書
を
も
つ
て
す
る
。

（
放
牧
等
の
制
限
）

第
七
条
　
知
事
が
指
定
す
る
家
畜
は
、
家
畜
保
健
衛
生
所
長
の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
、
知
事
の
指
定

す
る
区
域
内
に
お
い
て
、
放
牧
、
種
付
け
、
と
畜
場
以
外
の
場
所
に
お
け
る
と
殺
又
は
ふ
卵
を
行
つ

て
は
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
指
示
は
、
文
書
を
も
つ
て
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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